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平成11年７月に総合教育センターの「インターネット講座」を受講した際、演習においてホームページを作成してみる機会がありました。このとき、上野中のホームページを作ってみたいと思ったのがこの取り組みの発端です。

平成12年秋に米国フロリダ州にある７つの小中高等学校を訪問した際、そのほとんどがサイトを持ち、インターネットを通じて学校の情報を外部に公表しているのはもちろん、児童生徒が自分の学校のサイトを学習に活用しているのを見て、ますます「こういうホームページを作れば、地域の方々に対して上野中に関する情報を流したり、他校と交流したりできるのに加え、生徒の学習に役立たせることもできるんだ」という思いを強くしました。

今日の発表では、本校で実際に立ち上げるまでの流れ、作成にあたって留意したことを紹介したいと思います。本分科会に参加された方々の中から、「うちの学校でも作ってみようか」と思い、動き出される先生が現れてくれればうれしいです。

本文中のリンクを楽にご覧になりたい方は私のサイト（http://akiijap.hp.infoseek.co.jp/）のからこの資料をダウンロードし、Wordにて開いてください。

なお、本校サイト開設に際し、いろいろなアドバイスを下さりながら最終的に開設を決断してくださった本校の高橋誠恒校長先生はもちろん、職員会議にて何度も討議してくださった本校の先生方、およびたくさんの励ましの言葉やらアドバイスを下さった埼玉県川口市立元郷中学校の山嵜　廣校長先生に、この場をお借りして心より感謝申し上げます。
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１　何のためにホームページを開くか

福岡県教育委員会の「ホームページ作成支援」サイトによると、ホームページの役割には、大きく分けて次の３通りがあるそうです。

⑴　インフォメーション型：

情報提供中心のページ。企業の製品情報や各種技術情報等、現在のホームページの大部分

⑵　ユーティリティ型：

インターネット利用者を助けるページ。サーチエンジンや様々なリンク集など

⑶　エンターテイメント型：

最新のマルチメディア技術を用いたページ。インターネット放送局やゲームサイトなど

学校のサイト開設を企画する場合、その多くは「インフォメーション型」に属すると思われます。つまり、どんな教育方針で日常の教育活動を進めているか、学校の特徴や歴史、子どもたちの活動のようすや作品の紹介など、学校に関する情報を外部に公開することによって外部の方々の理解を得るという意味のものです。また、授業や委員会活動の一部として、生徒の手によるホームページ作品の制作に取り組んでいる学校も多く見受けられます。

秋田県能代市立能代南中学校に、大山直文さんという英語の先生がいます。彼は、昨年３月まで前任校のサイト作成・更新を担当されていました。４月に彼が現任校に赴任された際、私が上野中学校のホームページ作成について相談したところ、彼の返事の中に次のような文言がありました。「学校でＨＰを作ることで何か生徒たちにとって学校にとって＋になるものがあるならば、････」

学校の公式サイトを開設しようとする場合、最初は単なる学校紹介から始まることが多いのではないかと思いますが、将来的には教育活動の一部となっていくべきものであり、大山先生が言うとおり、ホームページを何のために開設するのか、開設することによってどんな教育的効果があるのかを考えていく必要があるのではないかと思います。

２　ホームページ開設の現状

ホームページは世界中に情報発信できる手段として多くの人々によって開設され、現在30億を越えるページが存在します。（平成14年12月30日現在3,083,324,652ページ…Googleという検索エンジン
による）

SCHOOL NAVIという、全国の学校のホームページを集約しているサイトによると、日本中の学校で開設しているサイトの状況は、以下の表の通りです。（岩手県立総合教育センター学校リンク、及びSCHOOL NAVIサイトより。平成14年12月30日現在。【　　】内は12月5日現在）

	
	小学校
	中学校
	高等学校

	​総数

	23,808
	11,159
	5,472

	全国
	8,577【8,556】
	4,510【4,478】
	4,441【4,401】

	岩手県
	71（全国の0.8％）
	52（全国の1.2％）
	87（全国の2.0％）

	和賀地区
	黒北、黒岩、更木、岩崎新田、越中畑、貝沢の６校（岩手県の8.5％）
	南、湯田、沢内、上野の４校（県の7.7％）
	黒北、黒南、黒工、北農、西和賀、専北の６校（県の6.9％）


和賀地区においては、高等学校はその数が限られているために比率としては低いものの、小学校、中学校ではホームページを持つ学校がもっと増えてもいいのではないか、というのが私の素直な気持ちです。特に中学校の場合は、昨年秋に各校のコンピュータ室に、インターネットに接続できる環境を持ち、Adobe社のGoLive 5.0Jというホームページ作成ソフトがインストールされたパソコンが41台ずつ設置されたはずですので、環境は整っているのではないかと思います。

平成12年秋に、米国フロリダ州で３つの小学校、２つの中学校、２つの高等学校を訪問する機会を得ました。その中の一つであるSafety Harbor Middle School（セーフティハーバー中学校、以後SHMSと表記）のサイトでは、学校についての情報公開を始めとして、生徒が守るべきこと、さらには生徒が学習をする際に役立つ情報源（教科ごとの学習ガイドや、リンク集など）が集められています。SHMSのトップページ
には、次のようなメッセージが書いてあります。

Safety Harbor Middle School offers traditional middle school programs emphasizing academics and technology and specialized programs such as MEGSSS (a gifted math program), IMAST (a gifted science/technology program), a variety of Exceptional Student Education programs, and an ESOL (English for speakers of other languages) program.  Students may participate in a variety of extra-curricular activities such as Drama Club, Chess Club, Computer Club, Newscan, National Junior Honor Society, Indoor Soccer and interscholastic sports (volleyball, basketball, and track).  Safety Harbor Middle benefits from an involved, supportive community that helps provide tutoring, mentoring, and incentives to encourage highest student achievement and responsible behavior.  The staff works closely with parents to promote success for all students.
SHMSは伝統的な中等教育を提供しています。特に重点としているのは学業、技術、そしてMEGSSS（高等数学教育）、IMAST（高等科学・技術教育）、各種高等教育、ESOL（外国人学生のための英語教育）のような特別プログラムです。生徒は劇クラブ、チェスクラブ、コンピュータクラブ、ニュースキャン、全国中学名誉団体、室内サッカーや学校対抗スポーツ（バレーボール、バスケットボール、陸上競技）など、いろいろな課外活動に参加することもできます。
そして、この学校のサイトの構成は次のようになっています。


３　本校HP開設までの流れ

平成11年夏、教育センターでの講座で学んだ内容は衝撃的でした。それまで、Netscape Communicator（ネットスケープコミュニケータ）というホームページブラウザ
におまけ程度で付属していたホームページ作成機能を手探りで（＝マニュアルなしで）使用していた頃の私には、専用ソフトを使ったホームページの作成が「こんなに簡単に自分の情報を世界に向けて発信できるんだ」と感じられ、「上野中学校のサイトを作ってみたい」という強い思いに駆られました。

さっそく、勤務時間後や休日などを利用してホームページ作りを開始しました。だいたいの形が整った平成13年10月、職員会議に印刷して提案しました。会議では、「生徒の写真などがたくさん収録されているが、個人情報の漏洩は大丈夫なのか？」という意見をいただきました。

フロリダ州の学校を訪問した際、撮影した400コマ以上のデジカメ写真を使って、アメリカの学校や文化についての内容を自分のサイトに掲載しました。訴訟の国アメリカのことですから、念のため、訪問した７つの学校の各校長宛に生徒の写真を掲載する許可を得るためのメールを出したところ、SHMS（http://www.sh-ms.pinellas.k12.fl.us/）のSally Barker校長先生からは次のような返事が返ってきました。


Thank you so much for the wonderful information you wrote about our school on your website!  I have looked at the information and the pictures, and I do need to ask that you remove the pictures which show students' faces since we do not have their parents' permission to have the pictures published.  I realize that many of the pictures show our students, but it is a requirement in our district that we not publicize students' pictures without written permission from parents. Any of the pictures which are not clear enough or close enough to show the students clearly are ok to use.
ご自分のサイトにて、本校の情報についてすばらしい紹介をいただき、ありがとうございました。本校の情報や生徒の写真を拝見しましたが、生徒の顔が写った写真についてはどうしても削除していただかなくてはなりません。というのは、外部に公表するための、生徒の保護者の許可を得ていないからです。あなたが掲載した写真の中には本校生徒が写っているものがたくさんあるようにお見受けしましたが、本校が存在する学区では、保護者の許可なしに生徒の写真を公表してはいけないというルールがあるのです。使われている写真のうち、はっきりしすぎているものや、あまり接近して撮影されているもの以外は大丈夫です。
このメールにより、アメリカでは個人情報の公開やプライバシー保護についてはきちんとしたルールがあり、徹底されているのだということがわかりました。

ちなみに、本校にいらしていた当時のALTも「アメリカの学校では、州によってちがいはあるが普通、生徒の顔写真をいかなる方法であれ外部に公表する場合には、本人と親に文書での了承（Written Permission）を得る必要があるはずだ」と教えてくれました。

そこで、本校サイトに掲載予定の生徒の写真（顔がはっきり分かってしまうもの）については、本人と親から文書で了承を得るという手だてを講じました（「写真掲載のお願い」資料参照）。また、「市内の多くの中学校がまだ開設していないので時期尚早ではないか」とか、「ホームページ更新の担当者が転勤でいなくなったときの更新はどうするか」などの意見にも配慮し、【資料１】のような提案を平成14年７月18日の職員会議にて行いました。その結果、ついに正式開設の承認を得ることができ、その日のうちに開設にこぎつけました。
５　HP作成〜開設〜メンテナンス

「はじめに」でも述べましたが、本日のこの発表の一番の目的は、「和賀地区内の先生が、自分の所属する学校のサイトを作成してみよう」と思ったときに、どこからどうやって始めたらいいのかという手順を、自分の経験をご紹介しながら提供することです。

いよいよ実戦編として、その心構えや注意するべき点などを述べます。

⑴　まず作ってみる

地区中学校のパソコンにインストール
されているAdobe GoLive 5.0Jというホームページ作成ソフトは、とても多機能なソフトです。プロのホームページに負けない作品を作成するなど、いろんなことができます（個人的には教育センターで使ったホームページビルダーの方が、シンプルな分、使いやすかったと思いますが…）。

ホームページ作成ソフトの使い方は、基本的にはWordなどのワープロソフトとあまり変わるところはありません。最近のワープロソフトであれば、打ち込んだ文書をそのままHTML
形式で保存し、そのままホームページブラウザで読み込むことができるほどです。

しかし、基本的にはページ作成に慣れるまでに結構（試行錯誤の）時間と手間がかかります。しっかりしたホームページを作成するには、ページ同士のリンク
などあらかじめ設計する必要がありますが、最初はシンプルなページから始めるのがいいのではないかと思います。使用するソフトに合わせたマニュアル本などがあれば、基本からしっかり学べます。

作成した作品は、ホームページ作成ソフトを使えば学校割り当てのホームページエリア
（登録場所やログイン名・パスワード
は、各学校の情報教育担当者が知っている）にアップロード
し、ブラウザソフトで閲覧してみることができます。

なお、各種検索エンジンに登録しない限りは、外部の人が試験公開段階のものを閲覧してしまう可能性はゼロに近いと思いますが、ないとは言えません。私の場合は、自分のホームページエリアを利用して試験公開していました。タダでホームページエリアを提供してくれるサービスもありますが、多くの場合、各ページに決められた広告を掲載する条件がついているのが、（試験公開であれ）学校のサイトとしては気になります。

⑵　開設の下準備

個人的なサイトを作成する場合とはちがい、学校の公式サイトの場合には校長の（できれば職員全体の）「開設をしてもいい」という承認を得る必要があります。実は、これが一番大きな仕事ではないかと、個人的には感じました。

作成した作品を印字するなり液晶プロジェクタで投影するなりして、校長や職員会議に提案するといいでしょう。当然のことですが、開設の意義・利点や目的（【資料１】参照）、逆に開設する場合の危険性や将来の方向性も、遅かれ早かれ考えていく必要があると考えます。

また、お互いに転勤がある職業柄、ホームページ作成担当者は自分の学校にいることが永久にはできないことから、ホームページ作りの意義に同意しできれば一緒に作業をする仲間を作っておけば、何年間も更新されないままになるということは防げるのではないかと考えます。（ただし、更新する必要のないサイトにすることも可能であり、事実そのようなものも多く存在します）

⑶　何を公表し、何を非公表とするか

公式サイトとして、外部にぜひ公表したい情報と、絶対に公表してはならない情報があることを忘れてはならないと思います。特に、後者には十分注意する必要があります。

ア　公表したい情報

校内研究の紹介は、他の学校が公開などをする際に役立ちます。本校で学校公開をした際には、あちこちの学校や教育団体のサイトからかなりの情報を得ることができました。

また、教育方針・行事予定・デジカメ画像を使用して紹介する生徒活動の様子などは、各家庭をはじめとした地域住民や、日本各地（英語で文章を併記する場合には世界各国）の学校に対し、「開かれた学校」として情報開示をするための方法の一つとなります。

生徒会活動などの情報は、他の学校の生徒と交流を持つためのきっかけにしたり、新入生・転校生などが自分の入る学校についての情報を得たりするのに貴重な情報源となると思います。

イ　公表してはならない情報（個人情報、肖像権）
逆に、公表してはならない情報の筆頭として、最近大きな問題として取りざたされている「個人情報の保護」と「肖像権の侵害」があります。

岩手県個人情報保護条例では、「例えば、氏名、住所など直接個人がわかる言葉で書かれているもののほか、生年月日、電話番号、職業、学歴などで、それらの組み合わせから間接的に特定の個人が分かってしまうものも含まれる」とされています。また、個人情報をみだりに収集したり、利用・提供したりしないこと、収集した情報は適正に管理するべきこと、などが決められています。

よって、「個人情報をみだりに収集し」という部分を厳密に考えると、生徒が活動している様子を目的もなくデジカメで撮影するのも、実際には制限を受けるということになります。「生徒の活動の様子」を写真で紹介する場合、教師であれば生き生きした生徒の表情を公表したいと考えるでしょう。ここで気になるのが「肖像権」です。私は、生徒が（背を向けるなど）撮影に拒否的な動作をとった場合には控えたり、「消して」と言われた場合には削除したりしています。文書にて写真掲載許可を得るというのも、このことへの配慮の一つです。

ウ　公表に際し、注意するべき情報（著作権）
写真・絵などの画像データや、書籍・新聞などからの文章の引用には、その作者・著者、または出版社の許可が必要になる場合がほどんどです。最悪の場合、訴訟問題に発展する恐れもありますから十分に注意し、必要であれば使用許可、掲載許可などを取るべきです。

・雑誌や本からの切り抜きなど

・教育に関する出版物などで、公的機関（学校や大学を含む）が出しているもの

・他のホームページ上にある文書やイメージ（写真や絵）

・画像を作成する手間を省きたい場合は、市販の著作権フリーの画像集等を利用する

本校のサイトでも、盛岡第一高等学校サイトから多くのアイディアをいただいた際、一高の管理者から許可を受けました。（本校サイトトップページの、下の方の部分）

ただし、リンクについては法的には無断リンクでも問題はない
ようですが、できれば「リンクしましたよ」とサイト管理者にメールで知らせれば、より安全かと思われます。
⑷　正式開設に向けて

ア　組織化
思い立った先生一人で、ホームページ作成ソフトを購入し（コンピュータ室は、大体職員室から遠くにあることが多いので）、自分の自由時間をつぶしてホームページを作成し、自分の通信環境を利用してアップロード・閲覧実験をくり返し、校長や職員会議で承認を得るための文書を作成し、…という流れは、（小学校の場合はもちろん、中学校でも）担任を持ち、空き時間が減り、放課後はクラブ活動を指導し、教材研究もままならないという現在の勤務体制では、実は不可能に近いのかもしれません。私の場合も、正式に承認されるまでは時間と金銭面での自腹をかなり切りました。

一言で言えば、それは「熱意があるかどうか」によってくるとは思うのですが、それらの弊害を少しでも少なくするためには、組織化することも一つの方法ではないかと考えます。昨年７月に開設したばかりの本校では、【資料１】にあるような委員会はまだ設置できてはいませんが、将来は校長を最終責任者として、複数の先生方でアイディアを出し合い、助け合いながら取り組んでいければいいと思っています。

イ　ホームページ作成ソフト活用の講習会
私の場合、本校ホームページ作成を思い立たせてくれた大きなできごとは、やはり教育センターでの講座を受講したことでした。本校では今年も一人の先生（高橋信之先生）が参加されましたが、多少なりとも影響を受けて帰られたようです。

特に中学校の場合、せっかく学校にインターネットが利用でき、ホームページ作成ソフトがあるのですから、先生方にその使い方を学んでいただくことも、長期休業であれば可能ではないかと考えます。ちなみに本校では、おとといの校内研究会で「生徒に役立つリンク集」を先生方に探していただく作業をしました。（これは、私が研究主任をしていることを利用させていただきましたが…）

ウ　予算措置
予算立案〜執行まで必要かどうかは少々疑問のあるとことではありますが、ホームページ作成担当者が、作成段階で自腹を切る可能性は大いにあることは否定できません。

本校では、開設規定に「作成した全てのページは印刷された文書として廊下などに掲示し、常にだれでも閲覧できるようにする」旨を記載していますので、１階廊下と印刷室にすべてのページを印字して掲示してあります。これは、インターネットに接続できない家庭の生徒でも最低限、何が載っているのか閲覧はできるようにという配慮からです。３度にわたる職員会議への提案時、開設時と３度の更新時において、Ｂ４版で1,000〜1,500枚は印字しました。

印字用紙は学校予算で購入したＢ４の用紙を使わせてもらっていますが、（自分のレーザープリンタを使用しているため）印字に使用するトナーは自分で購入しています。（多くの先生が所有すると思われる）インクジェットプリンタであっても、「個人所有物である限りは、インクや修理費に公費は使えない」ようですから、作成者の金銭面での負担を軽減するため、何らかの予算的なバックアップが考慮されないことには各学校のホームページ作成はかなり困難なのではないかと思います。
⑸　ホームページ管理について

ア　画像フォーマット
ホームページにデジカメなどで撮影した画像を載せる場合、ある程度形式を統一しておかないと、ページによって大小取り混ぜた写真が現れたり、読み込みにものすごく時間がかかったりする（＝閲覧者にとっては通信料金の無駄となる）結果となります。

最近のデジカメは性能が飛躍的に向上していて、500万画素などというものまで存在します。私が所有する機種は330万画素なので、最高品質で撮影した場合、１コマ1.4MB（フロッピー１枚に１コマしか保存できない）にも達します。これをそのままホームページに載せると、大きすぎて全体を表示できません。そこで、PhotoShop（９万円以上する。PhotoShopElementsなら１万円程度）などの画像処理ソフトでサイズダウン・色調整・ホームページ用の保存などを行う必要があります。

本校では、次のようなガイドラインを定めています。


写真画像を使用するときには、以下のことにご留意下さい。Adobe社のPhotoShopを元に、処理方法を記述します。

◎　環境設定

　画像プレビュー
は、アイコン・Macサムネール・Winサムネールともに、画像サイズが大きくなるので選択しない（つまり、リソースなしで保存）

◎　画像処理時

　できれば色調整を行う（面倒なときは「自動コントラスト」が便利）

　通常、画像サイズは200×150ピクセル
とする

　画像解像度は、ファイルサイズを考慮して72dpi
とする

◎　保存時

　「jpeg」形式
で画質「標準」程度、プログレッシブスキャン「3」で、「jpgs」フォルダ内に保存する

　必要によって新規に写真保存用フォルダを作るときは、「jpgs」フォルダ内に作成する
イ　更新
苦労してせっかく開設したのに、時間がなかったり担当者が転出してしまったりして、古いままのデータがそのまま載せられているサイトを、結構見かけます。定期的に内容（コンテンツ）を新しいものに更新していくことは、特に「学校に関する情報を売り物にしている場合」であれば欠かせません。本校では７月の開設後、９月、11月、12月の３回更新してきました。

しかし、定期的な更新は「いつの時期でも必ずできる」という保証はありません。そこで、定期的な更新が不可能な場合、（最低限一年間とか）更新しなくてもいいような工夫をすればいいと思います。「○月○日更新」という文字を入れない・月間計画を載せないなどのほかに、毎年繰り返される行事などの内容は取り立てて更新する必要もないでしょう。

ウ　アクセスカウンタ
どうせ開設するのであれば、より多くの人に見てもらいたいものです。CGI
を利用し、何人の人が訪問したかを数字で表示するものをアクセスカウンタといいます。本校サイトでは、カウンタ画像COCO
という非常に簡単な手続きで利用できる無料サービスを利用しています。

エ　掲示板
大学の掲示板をインターネットにもってきたようなもので、一般にだれでも書き込みが可能です。電子メールとのちがいは、書き込んだものをだれでも読むことができることです。

しかし、今のところ本校では掲示板は設置しない方向で進んでいます。だれかが他人の個人情報をわざと公表したり、書き込んでいる人同士で誹謗中傷（つまりは口げんか）し合ったり、極端な場合は生徒が「あの先生は気に入らない」などと悪口を書き込んだりする可能性があるためです。管理者が書き込みを削除することは可能ですが、それは無駄な仕事というものです。

ただし、例えばクラブ活動や学級行事などの緊急連絡等、急を要する連絡をするための方法としては、将来、前述の問題点をクリアする方法が見つかれば、とても便利ではあります。私が個人的に利用している、Tea Cup
というフリーの掲示板サイトは、パソコンはもちろん、携帯電話のiModeでも書き込み・閲覧・管理者による削除が可能です。

オ　フレーム機能
ブラウザで一つのウィンドウの中に、例えば左側に目次となる項目を常に表示させたまま、右側にその内容を次々と表示できる機能を「フレーム」といいます。ホームページ作成ソフトに慣れていない初めのうちは利用しないほうがいいと思います（表示したいページ数×２＋１のページを作成する必要があります）が、マニュアルなどを見ながらこの機能を利用すると、訪問者に優しいページ作りをすることができます。

どうせこの機能を利用するのであれば、管理者が入れ替わってもいいように「枠組み」だけはあらかじめ作成してしまっておいたほうがいいでしょう。

【資料１】職員会議提案資料
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上野中学校ホームページ開設について
１　目的・利点

■　本校生徒・家庭、新入生や転入生、および地域住民に対し、本校に関する情報を開示し、同時に生徒の日常の学校生活について（写真などを用いて具体的に）説明することができる。これは、父母や地域から信頼される「開かれた学校」として、情報公開の一つの手段となるのではないかと考える。

■　こちら側で削除の操作をしない限りは、古い情報から最新のものまで保存しておけるため、例えば「校報」とか「上中の歴史」を永久に残すことができる。

■　通常、校報（や学級・学年通信）は家庭に配布されるものであるが、生徒によっては机やカバンの中に放置され、家庭に連絡が行き届かないことがある。ホームページならば、情報を知りたい人が即時的にアクセスし、正しい情報を得ることができる。（本校１年生のある学級では、2002年5月現在、家庭でインターネットが利用できる環境が整っている生徒は全体の1/3ぐらい存在する）

■　学校公開に向け、関心のある人に対して、現在の校内研究の進行状況を伝えることができる。また、公開後でも資料を残しておけば、「先進校」として、将来の公開校に対して情報を伝えることができる。

■　将来においては、教科や総合などの授業において「社会の最新情報を得るページ」とか、「老人福祉に関する施設」などへのリンクを貼るなど、生徒が必要な情報にアクセスできるような工夫をしていきたい。また、上野中学校内外の教師に対しても、教科書会社からの情報など有益な情報やリンク集を提供することができる。

■　将来、本校生徒が日本全国の学校と交流を持つためのきっかけになる可能性がある。

■　湯田中学校のように、生徒がホームページ作成に関わるような動きが将来盛んになっていくのではないかと考える。

■　教職員にワープロ機能、グラフィック機能、音声機能（、動画機能）を活用できるホームページ作成を学んでもらうことにより、コンピュータ操作技術の向上が期待できる。

２　管理担当者

■　最終的な責任者は学校長。ただし、更新やメンテナンスについては、本校の情報教育担当者とする。将来は、インターネット利用委員会（委員長は校長）などを設置し、コンピュータ室の利用と併せて検討するべきであると考える。

■　担当者は、インターネットの教育利用推進、登録データの点検、ホームページの登録・更新・管理・削除、インターネット関連の予算案策定などを行う。

■　新たな情報を加えたり、更新したりする場合には、管理担当者か学校長の検閲を受ける。

３　ホームページの開設・更新について

■　インターネット利用委員会（できるまでの間は、暫定的に管理担当者〜校長）で内容を検討し、開設する。

■　トップページには、問い合わせ先（メールアドレス・電話番号など）を明示する。

■　作成した全てのページは印刷された文書として廊下などに掲示し、常にだれでも閲覧できるようにする。

■　本校職員・生徒がデータ登録を希望する場合には、ホームページ作成ソフトで作成されたデータ、ワード形式（拡張子.doc）、エクセル形式（.xls）、一太郎形式（.j*w）、テキスト形式（.txt）、写真情報データ（.jpg）、画像データ（.gif）での提供とする。委員の仕事量を考慮し、実際にはデータでの提出が望ましい。

■　本校の職員・生徒以外の人物がデータの登録を希望する場合には、公開目的と作成者を明確にし、作成したページをブラウザソフトで表示した様子が分かるように印刷したものと、ソースファイルを印刷したものを添付し、インターネット利用委員会に申請する。

■　ホームページを更新できる教職員を絶やさないため、教育センターの講座に参加していただいたり、長期休業中に講習会を開くなどして学習してもらうよう努力する。

■　更新については、ホームページ作成ソフトを使える職員がいなくなってしまった場合、「○月○日更新」という言葉をのせなければ更新の必要は生じない（実際、学校のホームページにはそういうものがたくさんある）。また、「月行事予定表」を載せると１ヶ月ごとの更新が必須となるが、「年間行事予定表」にすれば年１回の更新ですむ（どちらも載せなければ、更新の必要は生じない）。

４　トラブル防止のために守るべきこと

■　当然のことであるが、公序・良俗に反する内容、第三者を誹謗・中傷するような内容、第三者に損害や不利益を与えるような内容、営利目的の商品広告・物品売買情報など、公的機関としてふさわしくない内容は掲載してはならない。

■　個人情報保護条例に基づき、生徒や職員の氏名・住所・生年月日・住所・電話番号・思想・心情・意識・身体的特徴・健康状況・病歴・成績・検査結果記録・行動の評定・資格・所属団体・家族関係・交際関係・財産などの情報は公開しない。ただし、本人（生徒の場合は本人と保護者）が掲載を了承した場合はのぞく。

■　生徒が写っている写真や絵を掲載する場合には、顔や名札などから生徒個人が第三者に特定されないよう、別紙形式（ファイルメーカー書類で作成済み）に則って本人及び保護者に対して掲載の了解を取るか、ボカシを入れるなどして肖像権やプライバシーを守る。それでも外部からクレームが付いた場合には、即刻削除する。

■　掲載した個人情報に誤りがあり、本人や保護者から訂正の申し出や異議の申し立てがあった場合、即刻修正・完全化する。

■　他のホームページから画像・バナー・文書などを引用したり、印刷物をスキャナなどで取り込んだデータ、生徒の作品を掲載したりする場合には、著作権法に従う。ただし、著作権者本人（生徒の場合は本人と保護者）から了承を得ている場合はのぞく。加えて、学校の著作権を主張する旨を明記する。

■　他のホームページにリンクを張る場合、無断でリンクを張ることが禁止されていないかどうかを確認する。

■　生徒同士・外部からの誹謗中傷を避けるため、掲示板は設置しない。

■　危険を避けるため、学校のメールアドレス１本とし、メールアドレスは生徒個人には持たせない。集団でメールの送受信をする場合には、（手間はかかるが）教師のメールに添付する。
５　周辺の学校での動き

■　市内あちこちの先生方からの情報によると、更新が停止していた湯田中文化委員会では更新の動きがある。南中でも今年４月１日に大幅に更新した。北上中と飯豊中でもホームページ公開に向けて準備中であるという情報が入っている。黒北小ではPTA会長の舘さんがPTAのホームページを試験公開されている。

■　岩手県立総合教育センターのリンクサイトによると、岩手で次の35中学校がホームページを公開している。（2002.7.16現在。本日の資料では省略）

【資料２】写真掲載許可を依頼する文書

　該当生徒、及びその保護者の皆さんへ


平成　14　年　12　月　17　日

北上市立　上　野　中　学　校

管理責任者　校長　高橋　誠恒

運用責任者　教諭　高橋　明浩

北上市立上野中学校ホームページへの、写真掲載のお願い

　2002年7月18日に本校のホームページを公開しました。「地域に開かれた学校」として、本校生徒・家庭、新入生や転入生、および地域住民に対し、本校に関する情報や生徒の日常の学校生活について情報公開をしたいというのが立ち上げの趣旨です。将来的には、本校生徒が日本全国の学校と交流を持つためのきっかけになる場にしていければと考えています。

　そのページの一部に、お子さんが写っている写真を掲載したいと考えていますが、氏名・住所などの個人情報や、写真による肖像権は保護する必要があると考えています。そこでお手数ですが、下の掲載予定写真をご覧になり、掲載をご許可いただける場合にはサインをしていただき、この用紙をご提出いただきたいと思います。掲載終了期間は次回の該当ページ更新時となりますが、数年にわたることもあるかもしれません。ご許可いただいた写真は、本校のホームページ以外には無断で外部に公開いたしません。ただし、本校のホームページから第三者が写真を転用したり悪用したりする可能性までは否定できないことを申し添えます。写真を掲載する際、サイズは約7.1cm×5.3cm（200×150ピクセル）になります。

　なお、一度許可いただいた写真を、将来、再度不許可になさることも当然の権利として尊重いたします。

ホームページアドレス：　http://www.kitakami.ne.jp/~jhueno


年　　組　生徒氏名



保護者

様

　写真1


　写真2


　写真3


　該当する□に×マークをつけてサインをご記入のうえ、このまま切り取らずに12月20日（金）までに、お子さんを通じて学校へご提出下さい（更新予定日、つまり写真掲載開始日は12月24日火曜日を予定）。ご提出がない場合、顔にボカシを入れて掲載させていただくことに同意したものとみなしますので、悪しからずご了承下さい。

□北上市立上野中学校ホームページへの、上記すべての写真掲載に同意します。

□上記の写真のうち、（　　　　　　　　　　　　　）番のみ掲載に同意します。

□上記の写真のうち、（　　　　　　　　　　　　　）番の写真は、顔がはっきりしすぎてい

　　るので、顔にボカシを入れてくれれば掲載に同意します。

□どの写真も、掲載を同意しません。

　　生徒本人サイン：　　　　　　　　　　　　　保護者サイン：　　　　　　　　　　　　
【資料３】情報教育の実践と学校の情報化 ～新「情報教育に関する手引」～　より抜粋
※下線は、発表者によるものです。
第６章　学校と情報化
第１節　情報化に対応した学校のマネジメント（まえがき省略）
１．情報化に対応した学校の体制づくり
　（２）校内体制，組織の考え方
　　（全教職員が参加する体制）
情報化に対応した教育を推進していくためには，全教職員がそれぞれ役割を担い，学校全体で取り組むことが必要である。コンピュータに詳しい特定の教員に任せてしまうことは，個人への負担が大きいばかりか，その教員が異動してしまうと学校の情報教育が持続しなかったり，トーンダウンしてしまう恐れもある。このため，学校規模や教員等の実態に応じて，学校の情報化を推進する組織を校内組織として校務分掌に位置付け，校内の推進体制を作ることが非常に大切である。

　（３）校内情報化推進リーダーの配置
　　（情報化推進リーダーの位置付けと活動）
（前略）　学校での情報通信手段の活用については，従来のコンピュータ教室での活用だけでなく，普通教室や図書室，特別教室などにおいて教育活動のあらゆる場面で活用し得るようになる。また，職員室や保健室，相談室等でも校内のサーバ等に蓄積されている情報や学校外の情報を利用できる環境になると，教員や児童生徒が必要と感じたときにどこからでも使える環境になる。いわゆる，「いつでも，誰でも，どこでも」情報通信手段を利用できる環境になる。それにつれて活用が広がり，利用時間も多くなっていくだろうし，そうなるように情報化を促進していく工夫が情報化推進リーダーには求められる。
さらに，保護者や地域の人たちへの連絡や情報発信があり，交流学習・共同学習といった学校外の人との情報交換が日常的に行われるようになると，それを維持管理したり，情報を更新するといった活動も必要になってくる。
このように，利用場所，利用頻度，利用時間が増してくると，故障などのトラブルが発生する確率も増え，それへの対処に関する助言も必要になる。

情報化推進リーダーの役割としては，主として以下の事項が考えられる。
① 学校の総合的な情報化計画・ビジョンの作成
② 教員研修の企画・運営
③ 学校の情報化に関わる資料の収集と教職員への紹介
④ 情報手段を活用した授業におけるティーム・ティーチング（ＴＴ）等の計画
⑤ コンピュータ学習環境の設計とトラブルへの対応への助言
⑥ 校外との交流学習等，情報化に関わる学校外人材等との調整の窓口

情報化推進リーダーは，ある程度，情報機器について長けていることが望ましいが，専門的になりすぎたり，独善的になって，他の教職員の理解を得られないようなことがあってはならない。むしろ，情報化推進リーダーとして求められる資質は，学校の情報化についての具体的なプランを企画する力や，それを説明でき，全教職員を動かせる統率力である。　（後略）
　（４）情報通信環境の管理体制
（前略）　学校でインターネット利用環境を維持管理する作業は，サーバがあるかどうかで異なる。基本的に，メールサーバ，WWW サーバの管理は業者等の外部に委託するか，学校が行うか，教育委員会・教育センターがするかで異なる。学校が管理する場合は，フィルタリングの設定，電子メールのＩＤ発行，などについて学校の方針を決めて，それに沿って決定する必要がある。その場合，設定する権限は一人の人に決定しておくべきであろう。
業者等への委託や教育委員会等が管理している場合でも，学校からの申請は情報化推進リーダーがとりまとめて行い，それを記録に残す必要がある。

第２節　総合的な情報化計画・ビジョンの明確化
１．計画・ビジョンの必要性
（前略）　また，このような教育の取組を実現する前提として，各教科の指導において，すなわち全ての教員が，コンピュータやインターネットを活用した授業が行えるようになることが不可欠である。したがって，教育の情報化を適切に推進するためには，一人一人の教員の指導力の向上が図れるよう，計画的に校内研修を充実する必要がある。　（後略）
２．総合的な情報化計画・ビジョン策定の視点
各学校の総合的な情報化計画・ビジョンは，情報化を通じて教育活動，学校をどのように充実させていくかを示すものである。そして，この計画は，全教職員が共通の認識のもと一致協力した体制を構築するためのものであると同時に，保護者に対する信頼と協力，関係機関，地域社会との連携，協力を得るためのものでもある。したがって，計画は教職員や保護者にもわかりやすいものである必要があり，あまり細部に及ぶようなものであることは望ましくない。具体の指導計画，不正アクセス等対応マニュアルなど詳細な部分については個別に目標，計画，ガイドラインなどを作成することとし，この計画においては，学校全体として取り組むものとして学校の内外に明確にする計画であり，どのような計画をいつまでに遂げるかという具体的な達成目標を立てることが必要である。
以上の観点から，情報化計画・ビジョンに盛り込まれる内容としては，次のようなものがあげられる。
① 情報化に関する基本的目標，方針
② 各教科における情報活用能力の育成やコンピュータやインターネットの活用に関する年間指導計画
③ 情報通信環境の整備目標
④ コンピュータの活用に関する年間研修計画
⑤ 校内ネットワークのセキュリティ対策や不正アクセス等のトラブル発生時の対応方針
⑥ 児童生徒等に関する個人情報の保護と取扱い方針
⑦ 情報化を推進する校内組織
（後略）
第３節　学校の情報化の配慮事項
２．著作権
著作権とは，小説，絵画，音楽，写真，コンピュータプログラム，ホームページなどの創作物（著作物）について，創作した人（著作者）に認められている権利（創作物を他人に無断で利用されない権利）のことをいい，国際人権規約等にも定められた人権のひとつである。著作権法によって具体的に定められた「ルール」により，他人の著作物は，原則として無断で「コピー」「インターネット送信」等してはならないこととされている（著作権制度の詳しいことは文化庁ホームページhttp://www.bunka.go.jp/ 参照）。
しかしながら，教育，福祉，報道など，他人の別の人権や公益と深く関わるような場合には，著作権を制限して，著作者に許諾を得ることなく利用できるような「例外」を定めている。
学校における著作物の利用についても，①私的使用（個人の学習目的を含む）のための児童生徒による複製，②自分の授業のための教員による複製，③引用，④試験問題への複製，⑤非営利の上映・演奏等などについて，「例外」が定められている。例えば，
○担任の教員が，他人のホームページにあった資料をダウンロードし，コピーして生徒に配ることや，それらの資料を試験問題に利用すること（②，④に該当）
○児童生徒が調べ学習で，ホームページにあった資料を印刷して，自分で使うこと（①に該当）
○児童生徒がインターネットから取り込んだ資料を，学習成果の発表のため，自分の意見の補強教材として「引用」すること｛ただし，資料名や著作者名の表示が必要｝（③に該当）
○ブラスバンド部が発表会で他人の曲を演奏すること，また，同時に校内放送で流すこと（⑤に該当）
などは，著作者に無断で著作物を利用することができる「例外」である。　（中略）

このように，情報化の進展に伴って学校においても著作物を利用する機会が増えることになるが，「著作者の了解を得る」という原則を踏まえつつ，例外的に「無断で利用できる場合」について知っておくことが必要である。
コンピュータやネットワークを活用した授業を推進することは重要であるが，推進に当っては，学校において権利侵害が起こらないよう，教員は著作権に関する一定の知識を身に付けると共に，児童生徒に対しては，例えばコンピュータの使い方を教える過程で，著作権について必要なことを教えるなどの配慮が必要である。　（後略）

３．個人情報の保護
個人情報は，いわゆるプライバシーまたは個人の諸自由に密接に関わる情報であり，その取扱いの形態によっては，個人の人格的，財産的な権利利益を損なう恐れのあるものである。この意味で，すべての個人情報は，個人の人格尊重の理念の下に慎重に取り扱われる必要のあるものである。特に情報通信環境の下では，適切な管理を怠ると個人情報が流出しやすいので注意が必要となる。教員は児童生徒の個人情報の取扱いに留意するとともに，児童生徒に対しても適切な取扱い方について指導していかなければならない。
個人情報の取扱いについては，以下のような点に留意する必要がある。
① 本人に利用の実態がわかるように利用目的を明確にして，その利用目的の範囲で取扱い，むやみに第三者に提供してはいけない。
② 個人情報の収集は利用目的の達成に必要な範囲内に限定して，原則として本人から取得するなど，適法かつ適正な方法で取得すること。
③ 利用目的の達成に必要な範囲内で正確で最新の内容に保つこと。
④ 漏えいや改ざんなどがないように，適切な安全保護措置を講じること。
⑤ 取り扱いに関する責任の所在を明確にし，必要があれば本人が開示・訂正などの取り扱いに関与できる透明性を確保すること。
さらに，法令の規定や自治体の個人情報保護条例などにも留意しなければならない。
第４節　安全管理のために（まえがき省略）
１．ガイドラインの作成，運用
近年，ネットワークを介して，不正にアクセスして，企業や公共機関の持つデータを盗んだり，改ざんしたりする事件が発生し，また，ウィルスによる被害が社会問題化している。こうした行為は行ってはならないことであることはいうまでもないが，こうした行為がなくならない以上，それぞれの機関や個人が，こうした危険性を理解し，被害者にならないような準備（セキュリティ対策）が必要である。
不正アクセスやウィルスの防止のためには，技術的な対処法も必要であるが，特に，学校教育におけるコンピュータやインターネットの活用に当たっては，校内組織や体制づくりを行うだけでなく，学校等におけるコンピュータの運用・管理やインターネットの利用規程等についても明確にし，情報の取り扱いや受信及び発信が学校等の方針に基づいて行われるよう管理していくことが必要である。
以上のようなことを踏まえながら，インターネット等を利用した学習活動等が適切に行えるようにするためには，学校等におけるコンピュータの運用・管理に関する規程，インターネット利用に関する規程及びホームページ作成に関する規程やガイドラインを作成し運用していくことが求められる。
そのようなことからガイドラインの作成にあたっては，次のような点に留意する必要がある。
① 利用目的の明確化
② 児童生徒等に関する個人情報の保護と取扱い
③ 不正アクセス及びウィルス対策
④ 有害情報等へのアクセスに関する対処
⑤ 肖像権及び著作権の保護
⑥ 情報の受信・発信・蓄積におけるルール
また，家庭にガイドラインを説明し，家庭においても管理をしっかりするように呼びかけることも有意義である。

第５節　学校の情報化を支援する体制
３．家庭・地域との連携
情報化に限らず，学校教育は家庭や地域社会によって支えられており，今後も，学校の教育活動を充実させていくためにも不可欠なものであり，学校が地域や家庭に対して開かれていることは重要である。また，情報化に限った事例では，学校のコンピュータ室を地域のＩＴ講習会の会場にするなど，地域住民が学校を生涯学習の場として利用することが全国で行われている。　（後略）

第６節　開かれた学校の構築
１．開かれた学校の促進
学校が保護者や地域住民等の信頼に応え，家庭や地域と連携協力して一体となって子どもたちの健やかな成長を図っていくためには，学校を地域に開かれたものとするための取組みが必要である。

特に，学校は，特色ある教育活動を展開するとともに，総合的な学習の時間や体験学習等の様々な活動を，保護者や地域住民の理解と協力を得ながら一層活発に展開できるよう，今まで以上に，学校としての説明責任を果たし，地域に開かれた学校運営を推進することが求められている。このため，学校は，教育活動その他の学校運営の状況について，保護者や地域住民等に対して積極的に情報を提供することが重要である。

２．学校情報の提供と情報手段の活用
小学校設置基準等の省令では，学校は，当該学校の教育活動その他の学校運営の状況について，保護者等に対して積極的に情報を提供することが規定されている。（平成14年４月１日施行）
各学校においては，学校の概要のみならず教育目標，学校運営の方針，教育課程の内容，教育活動の状況などについて情報提供することが考えられる。そして，提供方法については，多くの保護者や地域住民等に提供することができるような適切な工夫が求められる。具体的には，学校便りの発行，説明会の開催，学校行事や学校訪問などの他，ホームページや電子メールを通じて情報提供を行うことにより，提供する学校にとってきめの細かい情報提供が可能になるとともに，保護者等が授業参観や学校行事などにやむをえず欠席しても，インターネットでその状況を知ることが可能となる。今後は，各家庭への情報通信ネットワークの普及状況にも配慮しながら，学校，保護者，地域住民がお互いに時間に拘束されずに情報の提供，収集を行うことができるホームページや電子メールの利用を図ることは特に有効である。

３．情報提供に当たっての留意点
学校からの情報提供に当たっては，各教育委員会から出されている「インターネット利用にあたってのガイドライン」等を教職員が十分理解・認識して取り組む必要がある。

（１）学校のホームページの開設
学校としての公式な情報発信については，その情報の内容について常に校内で話し合い，共通理解をもって行うことが大切である。単に，ホームページの作成に技能的に長けた教員を担当にするのではなく，校長をはじめとした管理職や，情報の内容に責任を持てる分掌の教員が対応することが原則である。
また，児童生徒の描いた絵画を教師がホームページに掲載する場合や，学校以外の人が作成した文章やイラストなどを掲載する場合のように，情報の作成者ではない人がホームページに掲載しようとする際には，掲載する前に作成者の同意を得るようにするなど，知的所有権に配慮した対応が必要である。

（２）個人情報の保護
学校のホームページにおいて，児童生徒の個人情報を掲載することは，人権尊重と安全確保の観点から，できるだけ行わないことが望ましい。ただし，学校行事や児童生徒の作品，活動成果の紹介その他教育活動を進める上で必要と思われる場合には，各自治体の条例等，掲載する目的および教育効果，掲載による危険性を十分考慮し，校長の判断で掲載することとなる。この場合，児童生徒本人及び保護者に対して，十分説明した上でその同意を得ることが必要となる。
また，学校が発信しているホームページは，広く社会への情報提供の趣旨で行われているものであり，外部からの意見や質問等が寄せられる場合がある。この場合も他と同様，校長は総括責任者となるが，運用の管理者，技術的な管理者など，役割を明確にして人材を確保し，その適切な連携を図らなければならない。電子メールで寄せられた学校への苦情等は，情報公開の担当者が把握することとなるが，その回答は苦情等の内容を担当する者が判断，作成し，その総括責任は校長が負うこととなる。
参考文献
　■　超図解「ホームページ作成入門　GoLive 5.0 Macintosh編」（エクスメディア）

　■　３分マニュアル「クラリスホームページ for Mac」（ディー・アート）

　■　北上市電子計算組織に係る個人情報保護条例（平成3年4月施行）、同施行規則（同）

　■　岩手県個人保護条例（平成13年10月施行）

　■　情報教育の実践と学校の情報化 ～新「情報教育に関する手引」～（平成14年６月 文部科学省）
参考サイト
　■　Google（検索エンジン“グーグル”）
http://www.google.co.jp/
　■　Yahoo! JAPAN（検索エンジン“ヤフー”）
http://www.yahoo.co.jp/
　■　SCHOOL NAVI


http://www.schoolnavi-jp.com/
　■　文部科学省　平成14年度学校基本調査速報

http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/001/002/index02.htm
　■　文部科学省　情報化への対応
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/index.htm
　■　岩手県立総合教育センター

http://www1.iwate-ed.jp/
　■　Safety Harbor Middle School
http://www.sh-ms.pinellas.k12.fl.us/
　■　「ホームページ作成支援」サイト（福岡県教育委員会）






http://www.lty.edu.pref.fukuoka.jp/db/db_411.html
　■　初心者のためのネチケット活用演習　資料

http://www2t.biglobe.ne.jp/~osone/doc/guidelines/index.html
　■　民間部門における電子計算機処理に係る個人情報の保護に関するガイドライン

（平成９年３月４日通商産業省告示第９８号）

http://www.gip.jipdec.or.jp/policy/infopoli/privacy.html
　■　デジタル著作権（牧野二郎弁護士）
http://www.asahi-net.or.jp/~vr5j-mkn/digital.htm
　■　川口市立元郷中学校


http://www.cablenet.ne.jp/~j07/
　■　北上市立南中学校



http://www.kitakami.ne.jp/~lsminami/
　■　湯田町立湯田中学校


http://www.kitakami.ne.jp/~yuda/
　■　沢内村立沢内中学校


http://www6.ocn.ne.jp/~sawachu/
便利なサイト

　■　カウンター画像COCO

http://site.coco.co.jp/counter/gif.html
　■　Tea Cup Communication

http://www.tcup.com/l0.html
　■　無料プロバイダ/ADSL無料プロバイダ

http://www.hi-net.zaq.ne.jp/kobej/free/free_g010.htm
　■　Hotmail（無料メール）

http://lc3.law5.hotmail.passport.com/cgi-bin/login
　■　検索ネット無料ホームページコミュニティー






http://www.kensaku-net.com/community/
　■　freeweb 無料ホームページエリア（私が個人的に利用しています）






http://www.freeweb.ne.jp/
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� 検索エンジン（サーチエンジン）：ホームページをキーワードで検索するために無料で利用できるサイトのこと。逆に、多くの人に自分のサイトを見てもらうため、登録することもできる。代表的なものにYahoo JAPAN、Googleなどがある。


� 総数：文部科学省平成14年度学校基本調査速報（� HYPERLINK "http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/001/002/index02.htm" ��http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/001/002/index02.htm�）より。


� トップページ：ホームページの表紙となるページのこと。


� （ホームページ）ブラウザ：ホームページを閲覧するためのソフトウェア。文字・絵・写真・音声・動画などを表示できる。


� インストール：パソコンのハードディスクなどの記録媒体に、入手したソフトウェアを使用できる状態に保存しておくこと。


� ＨＴＭＬ（Hyper Text Markup Language）：ホームページを記述する言語。


� リンク：あるページから別のページへ移動する際に、文字や絵をマウスクリック一つで移動できるようにすること。


� ホームページエリア：ホームページを半永久的に保存させてもらうために契約している業者が提供する、データ格納場所のこと。和賀地区の学校では、北上インターネット　http://www.kitakami.ne.jp/~○○○　を利用しているところが多い。


� ログイン名・パスワード：ホームページエリアにデータを転送する際に必要。


� アップロード：作成したホームページデータをホームページエリアのコンピュータに転送し、公開すること。


� 法的には無断リンクでも問題はない：牧野次郎弁護士のサイト � HYPERLINK "http://www.asahi-net.or.jp/~vr5j-mkn/digital.htm" ��http://www.asahi-net.or.jp/~vr5j-mkn/digital.htm� 参照。


� 画像プレビュー：パソコン上、または画像ブラウザソフトで画像を見るときに、どんな画像なのかを縮小表示する機能。アイコンは、パソコンのデスクトップ上で、サムネール（thumb nail　親指の爪）は画像ブラウザソフトで使われる。


� ピクセル：画像のサイズを表す単位。デジカメならば、200万画素クラスの機種では1,600×1,200ピクセル、300万画素クラスでは2,048×4,096ピクセル、400万画素クラスでは2,272×1,704ピクセル、500万画素クラスでは2,560×1,920ピクセル。普通のノートパソコンで表示できるのは1,024×768ピクセルしかない。


� Dpi（dot per inch）：１インチあたりいくつのピクセルが詰まっているかを表す単位。パソコンのモニタでは72または96dpiが普通。300万画素クラスのデジカメで、フルサイズで表示した場合、横72cm×縦54cmのサイズとなる。


� jpeg形式：ホームページで表示する画像のうち、最もよく用いられる画像形式。保存するとき、フルカラーのままでデータを圧縮して保存することができる。これに対し、gif形式は256色しか使えず、写真というよりは絵を表示する場合に使われる。


� ＣＧＩ（Common Gate Interface）：アクセスカウンタなどで使われる小さなプログラムのこと。業者が提供してくれることが多い。


� カウンタ画像ＣＯＣＯ：� HYPERLINK "http://site.coco.co.jp/counter/gif.html" ��http://site.coco.co.jp/counter/gif.html�


� Tea Cup：� HYPERLINK "http://www.tcup.com/l0.html" ��http://www.tcup.com/l0.html�
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